
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

２回

１回

10圏域 達成 10圏域

２回 ２回 達成

達成０回 １回 １回

10圏域 10圏域

０回

合計 2,126 2,126 949

県民一人ひとりが、食事の楽しさ、大切さを理解し、健全な食生活が実践できるよう、県全体での食育推進について検討する県民会議

や県民への食育の実践を促すための大会等を開催することにより、県民への食育に対する意識を高め、ひいては長野県の健康長寿を

延伸する。

県民一人ひとりが、食事の楽しさ、大切さを理解し、健全な食生活を実践することにより、長野県の健康長寿を延伸する。

・メタボリックシンドロームの該当者・予備群（40～74歳）は男性の２人に１人、女性では10人に１人（H22県民健康・栄養調査）

・若い世代の食生活は、野菜摂取の不足、食塩の過剰摂取、脂質の過剰摂取、朝食欠食等の課題がある。

・生活習慣病の予防には、子どもの時から望ましい食習慣を身に付けることが大切であり、将来の食の自立に向けた実践力を身に付ける

必要がある。

成果目標の達成状況

項目

県民会議の開催

県民大会の開催

地域連絡会の開催

事業番号 04 07 22 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 すこやか信州食育発信事業すこやか信州食育発信事業すこやか信州食育発信事業すこやか信州食育発信事業
担

当

課
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施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 国庫補助金の交付主体が都道府県(感染症予防事業費国庫負担（補助）

金)、健康増進法、県食育推進計画、県健康増進計画、食育基本法、食育推

進基本計画
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

すこやか信州食育発信事業 直接

・「長野県食育推進計画（第２次）」の策定

・食育県民会議、地域連絡会議の開催

・信州の食を育む県民大会、地域フォーラムの開催

2,126 2,126 949

1,395 2,126 949

合計（A) 2,729 949

予

算

額

前年度繰越

当初予算 2,729

補正予算

1,395 2,126

Aの

財源

1,364 697 1,060 473

1,365 698 1,066 476

10圏域

概　算

人件費

2.50 2.50 2.50 2.50

20,645

10圏域 10圏域 10圏域 達成

2,729 1,395 2,126

地域フォーラムの開催

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■　事業を現行どおり実施

今後も、関係機関・団体との連携を深め、平成25年度からスタートする「長野県食育推進計画（第２次）」に基づき、県及び地域における会

議や大会の開催等取組を進めていきたい。

目標に対

する成果

の状況

今年度初めて、県における食育推進に関し、外部の関係機関・団体を構成員とする「信州の食を育む県民会議」を設置し、５月と12月に会

議を開催できた。また、県民会議の協力のもと９月の県民大会を開催するとともに、各圏域においても地域連絡会議と地域フォーラムを目

標どおり開催し、食育推進の気運を高めることができた。

 概算事業費（B（A）+C） 23,374 22,040 22,771 20,645

20,645 20,645 20,645
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